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右 か ら 4 人目 は 侍 
仮設 し 
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手 水 を 終え て 北 倉 扉 前 の 
定位 置 に つけ ば , まず 勅 
封 の 萌 張 が は ず さ れ る ぐ ③. 
つい て 勅 封 の 部 分 を 手 か 
ら 切 り 離 し ①②, 勅 封 の 
上 に つい て いる 和 侍従 封 を 
核 査 . それ か ら 勅 封 の 
包 を 順 炊 に と く . 勅 封 を 
と り だ し , 侍従 と 書 陵 部 
長 と が , 異状 の 有無 を 確 
め る (④. 勅 封 を 取っ た 後 , 
氏 の 細 を 解き 鍵 を は ず す 
⑧⑤. 次 いで クル ロ (カン 
ヌキ ) を あけ ⑥, 扉 を 左 
右 に 押し 開く ⑦. 侍従 と 
書 陵 部 長 と が 懐中 電 燈 を 
手 に 庫 の 内 を 一 巡 , 1 年 
間 異 状 の な か っ た こと を 
確認 する . 北 倉 の 開封 が 
すめ ば , 中 倉 ⑨, 南 倉 ⑩ 
と , 同じ 手順 で ひら か れ 
る . 南 倉 の 開封 が 終る と 
は じ め と 同じ 行列 を と と 
の えて 帰る . 後 妙 , 聖 武 
天皇 と 光明 皇后 の 御陵 へ 
ー 同 が そろ っ て 参 寿 する 


① は 北 倉内 部 . 保存 状態 
陳列 壮 に は , 光 # 

ほこ り 除 け の た め に , 厚 
地 の 薄 茶色 の 懸 帳 (カー 
テン ) が か け て ある . ガ 
ラス 戸 拓 の 中 の 宝物 に も 
ー つ ー つ 折 絹 の 覆 が か け 
て ある . 開封 され る と 
帳 を は ず し , 白 絹 の 本 を 
と っ て 風 衣 し を 行う . 材 
取り を する 人 は , その 下 


の 品物 が 何で ある か , ど 
こ が 損 じ や すい か ,。 どこ 
に きず が ある か を よく 知 


っ て いな けれ ば な ら な い . 
は 北 倉 階 上 の 鏡 , ③⑬ 
同 階下 の 薬物 類 . 
階下 の 前 著 で , 上 段 に は 
金銀 下 廊 琴 , 中 段 に は 五 
弦 琵 琶 (23 頁 参照 ) が ある . 


宝物 は 陳列 捧 に 陳列 し て 
ある や も の の ほか に , 席 丁 
や 重ね 箱 に 政 め た まま 積 


ん で ある ゃ も の も ゃ 多い . そ 
れ ら は 一 つ 一 つ 蓋 を と っ 
て , 風 を 通し , 虫 や 令 の 
有無 を 調べ る . ① は 北 倉 


階下 , 薬 類 の 風 退 し . 手 
前 に 葵 室 (蜜蜂 の 集 を 煮 
て 薦 を 探っ た も ので, 薬 
用 に ゃ 工 琴 用 に ゃ 使わ れ 
る ) が みえ て いる . ③ は 
中 倉 階下 . 茜 問 (装身具 
の 組 帯 ) や , 色紙 な どの 
風 衣 し. ④ は 同 階 上 で 矢 
の 風 退 し . 矢 は 数 寺本 あ 
り , 鉄 , 角 , 竹 な どの 鎌 , 
玉虫 の 翔 て 秀 っ た も の や も 
ある . だ いた い 50 本 ずつ 
胡 齋 ( 矢 を 入れ て , 背負 う 
もの) に 入っ て いる . ⑨⑰ 
は 庫 の 中 の 空気 の 清 沼 度 
を 調べ る た め に 置か れる 
銀 , 眞 負 , アル ミニ ウム 
の 板 . 庫 内 の 空気 は 生駒 
山 の 頂 と 同じ くら い に 汚 
れ が 少 い こと が か っ た -. 


喜 物 帳 に 載っ て いる 親 婆 
は た た め な い の で , 北 倉 
階 上 に 和 熊 の 網 の 上 に 拡げ 
た まま 保存 され て いる ①. 

は 1 枚 ず つ 数 人 が か 


り て 持ち あげ , 機 て 支え 
な が ら 風 を 暫し , 防虫 剤 


を と りか える . 風 暫 し の 
際 , ガラ ス 拭き ゃ 行 れ 
④. 手前 の 箱 は 欄 脳 包 
.・⑤⑧ は 南 倉 階 上 の 伝 業 
面 の 風 衣 し , 奈良 朝 の 唐 
枯 に 収め あら れ て いる . ⑥ 
は 中 倉 階下 の 装身具 . 象 
牙 の 揃 が みえ る . 温度 の 
高い 日 や 雨天 に は 沈香 , 
丁子 な ど て 防虫 剤 作り に 
費 さ れる ⑦. ⑧ は 中 倉 階 
上 の 半 . 碁 を あけ て 防虫 
剤 の 入れ 換え を する . ⑨ 
は 同 階下 の 前 補 , 墨 と 仮 
斑 竹 (39 頁 参照 ) の 箱 . ⑲ 
は その 下 の 段 で , 筆 と 肢 . 
左端 は 竹 に 沈香 を は っ た 
未完 成 の 筆 の 軸 . いずれ 
ゃ 防虫 剤 の 入れ 換え 作業 


刀 余 手 入れ (中 倉 階 
上 ). 無水 アル コー ル で 
ぬぐい , 打 粉 を ふり , 油 


を ひく . 蝶 涼 の 合間 に 保 


相 の た め の 条 強 作業 や 記 
多 が と られ る . ②⑫ は 廊 布 
菩 了 (53 頁 参照 ) を 軸 帝 に 
し た て る と ころ . G 

の 修理 記 笑 写し , 

現 敵 碗 (カッ ト グ ラ ス ) 
の 台 の 寸法 と り (中 倉 階 
下 ).⑥ は 獅子 面 の 組み 立 
て . 面 は 頸 だ け で な く 舌 
や 動く ( 南 倉 障 上 ). 
唐 格 の 修理 (中 倉 階 上 ). 
栓 に は 古 女 書 が 収め られ 
て いた . ⑧ は 古 廊 書 を 入 
れる 容器 を 工夫 し て いる 
と ころ . 往 來 (見 出し の 
札 ) の つい て いる 古 訪 書 
が みえ る . (④ 扉 の 鍵 に 
は 毎日 編 を か け , 責任 者 
の 封 を つけ る . 苦 は 東大 
寺 の 三 網 の 役目 で あっ た -. 


補 軍 


同人 誰 天 晶 和 せつ る ^ 困 細 G 無 


球 蜜 (円 押 眼 1 き ・ 人 す 古 誰 堅 ) 
り 幼 『 じ 2xQ「 聖 選 是 玩 」 系 尽 


oo 


7 凍 “ ぐり 6 無 り SG パ の ロリ 愉 臣 め で 


# 


十 く マン ご ら 
いじ うっ 尿 せ 上 避 2? 散 想 菊 
軸 @ や で 共 抵 舞 り 抽 ふ や S ぶ 了 


ヒー ナー 本 -/ 
タ 員 細い 食 り 捧 舞 間 団 *9 で ne いり で 
肝 EE げ 4 1 。 0 PSQG 英 票 せ 作 箇 G 評 吉 々 
い マ つ 89 っ 才 守 相 り 4Qye の Q ポ 
eo 埋 m 「 密 所 時 里 」 つ ^ り で り 対 yo 
\ 埋 剛 SGPGeD・ 揚 揚 味 忠 っ 帳 つ 
っ ぐつ ゆり ^ 円 押下 拓 玩 G 
り 4@Y 性 り 二 剛 や @ で りう ろり 
「 幸 掴 置 昧 」「 笠 舞 や Q」G 札 和 
*v@? 押 球 せ 窟 況 柚 矢 記 ぐ じ ろ 
9 吾 舞 @ 剖 十 翌 詩人 る ぐ 東 せつ る 


』 


り 彰 握 部 り 弄 本 GRGne ヒ に っ 認 刷 久 移 る ン り E 
国王 お へ 牧 格 KR っ 闘 M 人 半 P 獲 ぐ 語 にせ 式 終 tn リ 
癌 ぐり う 折ら う ゅ ロー ンーQ 叩 中 っ 叶 羽 SNK 葵 衝 窟 ミーK り 忘 マ 
り ゴ NN 福島 回 時 K つ Gi や きぐ べ マ 硬 亜 っ 
し 二 和 まま ま ま すま 人 を ま 生 を YE WS お 提 堆 ORP oy 
馬 環 せ 当 加 に RG .G ふる や ベ 
多才 本 本 枯 Q 趣 る せ 記 G を 紅 を を めい 朱 ぐ 嘱 そ 補 財 中 皿 時 さ 振 Sp ぐ ツ 
但 ご 思 所 夫 攻 馬 刀 環 人 画 朱 富 GG 館 りつ や 昭 研 時 り mRoo 在 忌 和 り っ 
9 麗 状 賜 せ 胴 振 展 党 田 や ーー 太 やじ D で いり 必 や リポ 族 で で うっ - の Q 篤 4Sxoo 


了 


3 まで ざー ャ マ om "で マ W 
に っ た っ 6 
eene で こと ag な で か だ マン 
マー タッ で ャ ドド mw で ミコ ーー 
や ぶる 
の 


信和 も よ ルト メッ ザ ポ トッ に 
ww し 


に を 


生 す WW 補え 


か 


Yi 


自 慕 


十 合 刀 子 ( 北 捧 ) に は ( 


御 物 が 収め 


笛 
+ ュ 6 
本 
選 
拉 
K 


年 の 日 附 が あり , 
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天皇 まで 相 舘 の ぉ ゃ の で , この 両 頁 の 
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柴 地 財形 錦 御 寺 ( 階 上 西 
搬 ) は 肘 つ き で ある . 女 
様 の 鳳 形 は , 中 國 風 だ が 
六 菊 唐草 と 全体 の 図案 は 
西域 風 . 人 勝 残 疫 ( 階 上 
西 抄 ) は 色 裂 で 和 物 , 草 
花 な ど を つく り , 正月 に 
則 り あっ た や の. 写 眞 は 
天 斑 宝 字 元 年 (757 年 ) に 
替 納 の も の の 残 疫 を 2 枚 
まとめ た や も の て , お ゃ て 


を た も つ 


に " 協 保 千春 " な どの 
佳 冬 の 凛 字 が ある 漆 胡 
瓶 ( 階 上 西 棚 ) は ペル シア 

風 の 瓶 で ある . 位 を 編ん 
で 藤 を つく り , 内 と 外 か 
ら 漆 を か け て , 山 , 木 , 

鹿 , 鳥 , 蝶 , 人 物 な どの 
形 に 切っ た 銀 を は りつ け 
て 研ぎ だ し て ある 蓄 の 
頭 に 銀 の 癌 が つい て いて 
把手 に と りつ け て ある 

國家 珍 宝 帳 に ' 銀 斑 脱 , 
花鳥 形 , 銀 細 鐘 , 連繋 鳥 
頭蓋 , 愛 三 井 邊 ” と 説明 
され て ある . 1 刀 4 合 位 
は 入る や の と 推定 され る . 


20 


斑 螺 急 音 八角 鏡 ( 階 上 南 守 ) の 表 は 自負 , 背 
( 裏 ) は 螺 鉛 . 花形 の 黒い 部 分 は 天 殖 . 、 地 に 
は いろ いろ の 双 石 の 細 片 を 撤 く . 鳥 毛 帖 成 
文 書 選 風 (階下 北 搬 ) は 鳥 毛 を 貼っ て 訪 字 を 
つく っ た 六 枚 折り の 辱 風 (その 部 分 ). 鳥 所 
宜 書 必 風 (階下 北 搬 ) は , 福 書 に は 鳥 毛 を 賠 
り , 槽 書 は 白く 抜き , また は 絵具 を 控 り つ 
ける . 地 壇 は 吹 絵 . 方 室 (階下 ) は 江戸 時 代 
シャ ボン と いれ た こと も ある (8 頁 参 照 ) 


時 9 


螺 鉛 紫 椿 五 火 琵琶 (階下 前 材 ). 五 枝 の 琵 
琶 は 中 園 の 次 献 に も ゃ みえ る が , その 構造 
が 直接 わか る の は , この 琵琶 で ある . こ 
の 特長 は , 五 紋 で ある こと , 頼 が 眞 直 な 
こと , て ある . 直 頸 到 雲 は イン ド 起 原 で 
西域 を と お し て 中 國 に 入っ た も の と いわ 


れ て いる . 表 の 押 拉 に は , 双 に 乗っ た 
胡 人 が 螺 氏 で あら され て いる ( 正 倉 院 
(一 ) 57 頁 参 照 )、 捕 ( 胴 部 ) の 履 輸 は 全 
秒 を お いて , 政 下 が か ぶせ て ある . 側 
面 と 異 と に は , 花 , 鳥 , 蝶 . 雲 な どの 螺 
鮮 。 花 の 中 心 は , 腕 色 の 上 に 末 環 を は る 
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螺 名 柴 横 陸 成 (階下 前 扶 ) で , 院 成 は 竹林 
の 七 賢人 の 一 人 , 中 國 の 償 の 区 成 の 名 に 
ちな ん て つけ た と い 省 れる . これ は 国家 
珍 宝 帳 に , 妊 地 絵 押 援 と ある も の で , 提 
接 ( 接 の あたる と ころ ) に は , 終 地 の 皮 に 
4 入 の 女性 が 遊 業 し , 1 人 は 院 成 を 弾 じ 


〇 つ @1?②1②1? 
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て いる 絵 が ある . 沢 栗 の 腹 板 以外 は , 全 
部 紫 丁 . 腹 板 に は 鞍 玉 の ふち と り が ある . 
電 タ 手 ( 篤 を し め ある と ころ ), 海老 尾 ( 頭 部 ) 
と 側面 . また 裏側 は , 一 面 に 螺 銀 , 著 環 
残 百 の 分 り が ある . 在 に は 花形 を 挟ん で 
線 を くわ えた 2 列 の 喘 緒 が 相対 し て いる 


金銀 下 文 琴 の 部 分 . 七 寺 の ゎ ゃ の を 本 という. 天下 勝 宝 八 歳 (756) 六 月 ニキ ー 日 に , 奉 喜 
され た 琴 は , 銀 玉 廊 琶 で あっ た が , 忠 峨 天皇 の 弘仁 五 年 (814) 十 月 に , 正 倉 院 か ら と り 
出さ れ , その か 滑り と し て , 八 年 五 月 二 十 七 日 に 納め られ た の が , この 琴 で ある . 玉 女 と 
いう の は , 金 や 銀 の 薄板 を 切っ て , 廊 様 を つく っ た ゃ の を , 漆 で 固め て 研ぎ だ し た 王 脱 
と , だ いた い 似 た 手法 と み ら れ る . この 琴 は 表 , 横 と も 全面 に 金銀 で 下 婦 が ほど こさ れ 
て いる . 但し 背 ( 裏 ) は 銀 下 文 . 材 は 桐 , 一 部 は 紫 壇 . 微 ( 紋 の お し どこ ろ ) は 13. 前 頁 


の 上 部 , 四角 な 囲 の 中 に は , 樹 下 に 3 人 の 高士 が お り , 静か な 野外 で 宴 を 業 し ん で いる 
1 和信 は 玩 成 を , 1 人 は 琶 を 弾き , 1 人 は 飲み 物 を 飲ん で いる . 方 搭 の 下 に ゃ 樹 本 を 挟ん で 
2 人 の 高士 が 宴 業 し て いる . 側面 に は 獅子 , 鹿 が 走り , 鳳 風 や 鳥 が 飛び , 敵 が 草花 の 問 
を 舞っ て いる . 背 の 上 部 に は , 漢 の 李 光 の 作っ た 銘 が ある . 廊 様 の に じん で みえ る と こ 
ろ は , 銀 が 硫化 し て 漆 の 中 へ 浸 か みか で た と ころ , 内 部 の 夏 板 に は 「' 乙 款 之 年 季 春 造 ' の 黒 
書 が あり , この と 支 の 年 を ば , 唐 の 玄 泉 の 開元 ニ 十 三 年 ( 天 斑 七 年 ) に あて る 説 が ある 
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ンジ ンー で マ ぐす ひる や ゃ る する る も ぐ ・ 時 ここ 


に を mw 衣 肖 欠 ょ 2 上 朋子 まっ | 画 紫 搭 碁 局 (階下 北 期 )、 お よそ 49cm 下方 の 紫 岳 ば リ の 基盤 て , 表 面 の 界 線 は 象牙 , 
0 い hy 眼 は 花形 の 木 画 . 毅 面 の 周辺 側面, 琴 摺 り は , 四 ッ 目 を 共に つ な 
お い だ 木 画 . 野 摺 り の 表 は 蘭 項 を は り , 綴 簡 湖 色 (同色 配合 ) の 下絵 が 肖 け て みえ る . 前 
後に 抽出 し が ー つ ずつ 附 いて いて , "一 方 を 開け ば , 友 対 側 の 抽出 し ゃ 開く 仕掛 に な っ て 
いる . 抽出 し の 中 に は , 一 つ は 重 形 。 他方 に は 泥 亀 が 膨 っ て ある . あげ 石 で も 入れ る の 


で て あろ う . 硬 玉 の 白石 と 概 覆 石 の 黒石, 紺 牙 と 紅 牙 の 揚 僧 の 基子 が 別に 保存 され て い \ る . 


ここ トラ エ ヴ さ ケア た テム: SS ac EC 2 26 
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① は 中 倉 階 上 (東南 か ら 


見 る ). 右上 の ケー ス に 
は 弓 が 見 えて いる . 周囲 
の ケー ス は , さま ざま な 


大 刀 . 手前 ケー ス は 魚 先 . 


天井 に 登る 欄 子 は , 足 が 
か り が 浅い . 右上 に , 北 


倉 の 出 桁 が の ぞい て いる . 


⑨ は 階下 西 著 . 箱 や 献 物 
用 の 机 が 並ん で いる . ③ 
は 階下 の 入口 附近 . 温 , 
温度 計 が お いて ある . (③⑬ 

ゃ 階下 西 棚 の 箱 類 上 上段 


右 は 柴本 木 画 箱 (38 頁 参 
照 ). 志和 金銀 
絵 木 理 箱 (38 頁 参 照 ). 
中 央 は 朽木 箱 (38 頁 参照 ) 
か 中 絵 種 ス ろ い 
民 2 0 2 
印 は 箱 寄 べ >  @ 
象 三 と せ ル ロ ョ % 障 
つづ 倉 机 木 シ ト ガ 刀 
け の "と アマ ラ 艇 
ら 中 こ 木 風 風 ス 嘆 
れ で れ 象 の の 器 す 
ぬ も も あ 胸 ガ カ と る 
すっ る や ラッ 灯 ゃ 
る と が 多 ス ト ・ の 
? ぁ も た 彩 謀 ・ 机 は 
華 め な グダグダ で 何 
や に 彩 多 ラ あ と 


いい 


h 澤 習 朱 ^ 


叶 ・ 


和 


に 


Me 


HH 


= Tm 
共 


自 玖 璃 池 (階下 北 初 ). 
形 は 北 倉 の 漆 胡 后 (19 頁 
参照) と 同じ 彰 瓶 形 白 
色 の ガラ ス 製 . 把手 が す 
っ きり と し て , 優れ て 美 
し い . 自 玖 員 高 林 (階下 
北 拓 ).、 淡い 昔 黄 色 の ガ 
ラス 製 . 皿 形 の 部 分 に 台 
に まつ の 
> すこ し し 傾い て いる 
0 本 拓 宮 
(階下 北 棚 )、 白い 大 理 石 
で , 火鉢 形 . 銅 に 鐘 金 し 
た 獅子 が 前 脚 て 支え て い 
9 宜 は 金銅, 中 に 還っ 
友 が 残っ て いる . カ 了 


便 2 の こ と 階下 北 擬 ). 


輔 は 到 ら な 屋 角 . 金具 は 
鋼 金 し た 銀 , 把手 は 柴 丁 


に 螺 人 鉛 を ほど こし た も ゃ もの. 


玉虫 趣 飾 り の 刀 子 (階下 
北 捧 ). 木 心 に 挫 を 編ん 
で 欠き つけ て ある . 輔 の 


4 所 に 玉虫 の 竣 を 飾る . 
把手 は , 介 牙 に 失 を 笹 く . 
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| 
| 
| 


ーー 


ーーー" 


ーー 
ーーTT 年 弓 ほ どの 大 き さ て , 把 り に 紫 功 ,、 その 
上 を 組み 紐 て 巻く . 太 は 人 竹 , 人 竹 を 輪 に え ぐっ た 座 が つく . 
弓 の 表 一 面 に 鼓 還 , 技 曲 の 図 を 墨 で 描い て ある . 弾 弓 の 技 は 値 わ っ て いな い . 


に 
は 


涼 番 信 給 森 画 水 精 柱 鑑 (階下 西 扶 ) 沈香 と 柴 答 張り , 矢 狗 形 な どの 部 分 は 本 画 水 
昌 を 長方形 に 切っ て は めこ みそ の 下 に 金色 絵 が ある 台 の 所 は 修 の 六 妥 章 に 猟 子 を 
配 する . 涼 千 木 画 箱 ( 階 下 西 搬 ) 台 の 足 は 紐 牙 の 控 健 で ある 容 陀 符 多 総和 (階下 本 補 ) 


共 当 節 業 絵 術 の 工 (階下 西 材 ). 大 芳 地 に 金 泥 で , 舞 呈 す る 童子 , 業 器 を 奏する 童子 の 
図 が 描か れ て いる 金銀 山水 総 箱 ( 障 下 西 著 )、 黒 柿 を 共 芳 で 染め た 上 に , 金銀 で 山水 を 
千 と 側面 に 描く . 総 紙 (階下 ). 走 獣 を 刷毛 で 描い た も の . 絵画 と し て も すぐ れ て いる 


正 倉 院 工 琴 品 の 特殊 技法 を , 中 倉 の 箱 類 
で お っ て みよ う . 木 画 (寄せ 木 ) に は , 柄 
柳 樹 ① や 朽木 ② を 使っ た や の . 象牙 
丁 。 黄 楊 木 の 直 線 文 ①⑬⑨. 流麗 な 曲線 婦 

* あ る . 接 鐘 は 象牙 を 染め て 廊 様 を 彫 
りつ ける 手法 ⑨. 螺 伯 ⑦ は 全 器 , 鏡 に 多 
へ. 金 油 の 上 に 玉 環 を 張る の は ⑦ の ほか 
に 人 染 器 、 杖 に も ゃ 用い られる. 玉 脱 (⑧⑤ は 鏡 


ーー ンー 


や 合 子 ( 著 物 ) な ど に , し ば し ば み ら れ る . 
⑫ の 自 く 見 える 本 の 枝 や 葉 は , 裁 金 ( 金 
錠 を 切っ て 交 様 を つく る ) て , 進ん だ 技 
+ ち が 新 級 琶 に も 見 える . 人工 的 に 自然 の 
味 を 出す 仮 作 法 は ⑥ の 仮 貴人 竹 ,⑩ の 仮 革 
現 , ⑪ の 木 理 (本 目 ) に みえ る . ⑤ は 沈 
香 の 粉末 を 塗っ て 丁子 と 唐 小 豆 を 飾っ た 
経 筒 . この 他 象 央 は 各種 の 材 で 使 れ る . 


夏 病 (階下 拠 外 ) は 色 糸 を 
用 いた 美 似 用 の 組 斗 . 水 
精 玉 装 範 用 . 紅 政 接 鍵 
尺 は 1 訪 様 か 1 寸 斑 昌 
尺 の 目盛 り は 金 青 下 
瞳 合 子 (以上 は 階下 中 初 ) 
の スッ ポン の 目 は 残 再 . 
黒 杭 厨 子 (階下 丁 扶 ), 両 
面 開き . 青 斑 石 太 (階下 
中 提 ). 六 角 青 班 石 に 陶製 
の 夏 を 崩 め こん で て ある. 
その 形 か ら 風 字 要 と も い 
滑れ る . 台 は 象牙 , 紫 福 
の 森 画 . 四 重 漆 逢 (階下 西 
補 ). 小さ な 重 箇 形 で , 抽 
出し が 4 段 . 上 の 段 の 憲 
出し を 引き ぬき , 順に 内 
側 の 止 金 を は ず さ な けれ 


ば 決し て あか な い 科 容 箱 . 
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金銀 花 融 部 基 


① は 坪倉 階 上 北 抄 . 鉄 鉢 
形 の 三 彩 な ど が , ずら り 


と 並ん で いる . その 左 に 
同種 の 皿 類 が ある . (は 
階 上 の 花 籠 の 類 (44 頁 参 


照 ) ⑥ は 階 上 前 裕 . 上 
か ら 2 有 段 目 , 右端 は 金銀 
花 毅 (43, 45 頁 参 照 ). 

中 央 は 銀 斑 脱 鏡 親 . その 
下段 に 鏡 親 と 高 本 と が あ 
る . は 階下 北 抄 の 玉 稲 
(』 : 倉 院 (一 )59 頁 参照 と 
辛 狼 . 正月 子 日 の 行事 に 
使わ あれ た ゃ の で , 外 に は 
天 玉 宝 字 二 年 (758) の 銘 
が ある . ⑧ は 同 中 扶 で , 

上 段 右 に 舞楽 の 大 刀 , そ 
の 下 は 陸 成 .⑤ は 同 南村 . 
左端 の 上 は 腰 鼓 の 胴 , 下 
は , 三 彩 の 腰 鼓 ( 正 倉 院 
(一 )47 頁 参照 ).⑦ は 階下 
南 拓 . 聖 武 天皇 の 御 一 周 
足 に 使用 し た 幡 の 位 舞 や 
金銅 幡 (52 頁 参照 ) が ある ・- 
金銀 花 毅 の 説明 は 次 頁 へ 。 
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花 般 は , 浅 形 , 深 形 合せ て 560 余 . 亜 起 
天皇 御 一 周 己 な ど に 使用 し た 散華 用 の も 


の で , 日 づけ を 墨 書 し た の が 残っ て いる . 


磁 皿 は , 白土 に 白 と 絡 の 租 が か か っ て 


いる . 金銀 花 盤 は 銀 に 魚 金 し た 花形 の 毅 . 


中 央 に 花 鹿 を 打ち 出し , ガラ ス , その 他 
の 玉 を 繋い だ 男 り を 垂らす . 裏面 に 鹿 ま 
れ た 女 字 に より , 中 國 か ら 入 っ た も の と 
み ら れ る . 席 丁 ( 階 上 北 扶 ) は , 小型 の 刺 
身 店 丁 は どの 大 き さ て 鉄製 . 柄 は 粗末 で 


ある が , 漆 が か か っ て いる . 貝 蓄 ( 階 上 北 
扶 ) は 長 さ が 30 cm 内 外 . アコ ヤ 内 を 卵 
形 に 切っ て 磨い て ある . 10 本 ずつ 廊 紐 で 
束ね て ある が , 9 本 は 篠竹 の 柄 . 1 本 は 
繁 節 竹 の 柄 で ある . 佐波 理 ( 正 倉 院 (一 ) 
56 頁 参照 ) 臣 ( 階 上 北 抄 ) は , 丸 形 と 長 形 
と の 2 種類 あっ て , 二 つ で 1 組 に な る . 1 
組 ずつ 紙 で 巻い て , 10 組 を 1 束 に し た ま 
ま の や も の が 残っ て いる . その 形 は 朝鮮 で 
いま 日 常 使わ あれ て いる 時に よく 似 て いる . 


銀 索 ( 階 上 北 擬 ) の 形 は 鉄 鉢 形 . 台 が つい て いる . 一 対 あ っ て , 重 さ は 9 貫 余 . 全面 に 馬 
に 乗っ て 狩猟 する 人 物 と , 野牛 , 猫 , 壮 , 兎 , 鳥 , 山岳 , 草木 を 毛 彫 し , 地 に は 人 魚 子 を 
打っ て いる . 台 に ゃ 同じ 手法 の 毛 彫 が ある . 人 物 な ど 図 様 の 部 分 に は , 氏 金 し て ある と 
いう 設 が ある . 天下 紳 護 三 年 (767) 二 月 , 称 徳 天 皇 が 東大 寺 へ 行幸 の 際 の 献納 品 で ある 


蘭 環 八 角形 の 杖 ( 手 前 ) と , 天 環 竹 形 の 杖 
( 階 上 西 棚 )、 八角 の 杖 は , 金 薄 の 上 に 玉 
環 を は り , いし づき は 水晶 . 位 形 の 杖 に 
は 玉 環 で 遂 が 人 竹 に 巻き つい て いる . いし 
づき は 紺 牙 の 接 鐘 . 漆 金 沙絵 盤 ( 階 上 西 
揚 ) は 一 対 あ っ て , 木製 の 盆 形 の 周囲 に 
ー 枚 ご と に 文様 の ちがう 極 彩色 の 菌 将 が 


開い て いる . 庶 に 香 印 座 と 書い て あっ て 
香 印 ( 苑 字 形 の 香 ) を 尊 く 借 具 で ある . 屋 
角 黄 金 名 床 如 意 ( 同 西 補 ). 正 倉 院 で も っ 
と も 美しい 如意 で ある . 頭 部 は 屋 角 . そ 
の 下 は 紅 牙 接 鍵 , 象牙 の 秀 し 膨 . 柄 は 紅 
夏 と 紺 牙 接 氏 と を 一 つ お き に 配 し , その 


境界 線 は 黄金 で ある . 左 は 屋 角 銀 絵 如意 
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十二支 和幸 背 円 鏡 ( 階 上 南 扶 ). 径 
は 約 60cm, 正 倉 院 最大 の 鏡 で あ 
る . 中 央 に , 器 っ て いる 獅子 形 の 
鍵 が ある . その 外側 に , 青 藤 , 条 
雀 , 白虎 , 去 武 の 四 紳 を 配 し , 次 
に 八 つ の 圭 を 表し , 次 に 十二支 
を 写実 的 に 鐘 出 し , 外周 に 攻 六 唐 
草 を めぐ らし て いる . 四 御 と キ ニ 
支 は 方 位 が 一 致し て いる . 金 質 は 
白 鋼 て, まだ 銀色 に 光っ て いる 部 


分 が ある . 鳥獣 攻 共 背 方 鏡 ( 同 上 ). 


ー 辺 17cm 張 . 正 倉 院 の 鏡 の 白 


十 三 支 


ーー 


科 円 鏡 の ニ 赤 


補 交 付 本 蘭 染 座 衣 ( 階 上 ). 表 
は 薄茶 色 の 雑 , 裏 は 絶 , 右 の 
背中 に 方 形 の 像 婆 ( 右 袖 下 に 
覗く ) が つい て いる . , 銘 
の 形 も 珍 ら し い . 金 鉛 幡 ( 階 
下 南 初 ). 長 さ 170cm. 全面 
に 毛 彫 が ある . 便 像 型 (階下 
西 材 ). 縦 は 約 16cm. 厚 さ は 
約 3.3 cm. 板金 を あて て 備 像 
を 打ち 出す 型 と いわ れる . 虹 


画 俸 像 は , いわ ゆる 席 布 菩 李 . 


二 幅 の 廊 ( 約 140 cm) いっ ぱ 
い に , 優 豚 な 筆致 で 描か れ , 
天 衣 を 鐘 し な が ら 雲 に 乗っ て 


飛行 する . 天下 絵画 の 代表 作 . 
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③④③ は 南 倉 で の 金工 品 調査 . 
を 


る と 
璃 鉛 背 


ヽ 


査 し て いる の は 

北 倉 の 新 維 琴 . 上 は 香 側 
字形 の 物 は 欄 . 

リ パ ス な 記 測 定 用 の 


具 は 金属 品 を さけ て 新 
品 か 


調 
人 
: 生 
ュ 豆 
分 の 


は 中 倉 階 下 で の 楽器 
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ミ 査 . 

下 は 表側 の 調査 . 
まえ 。, 

キャ 
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し く 考案 し た 
これ は 南 倉 の 銀 
物 か 

様 の 

研究 し て し 

は 黄金 玖 


串 層 哲人 る 己 連 やせ GS 
ポ し 提 り G 敵 Gu 
激 語 皿 い て G . 明 モ 還 探 
G 骨 可 ら おり . 人 で 軍 問 ne 
狂 GS や 釣 到 直っ 
Se 如 る ふ ぶ G い UN くい 
j) 信 本 理 | りや コ ) 慌 せ づつ 
で 拓 押 中 お やや 11 
畑 ら ろ い .H 湖 つ セ 十 . 功 
量 疾 ン ン G 所 O せ 梱 所 
G 折っ ろ つ W 問 示 つ @ 有 路 


『 
主 折 議 棋 やつ 8 り 110 GE 裕人 
CK で Seo ypQ 1 で や 料 宇 6 填 
本 SM 導い YSESESIE お り 


ーー 中 


連れ や ヨ ヨ 抱 つり 堺 球 pf 緊 yo 
けり Pa4Ss05 選 QG 1 で 人 環 時 G 
吉 社 操 患 畑 P4Sye? 舞 玩 Q 1 束 
守 巧 志 軸 で 類 十 守り KSP 
Ms 1@ 矢 。 宮 社 品 記 で 軸 
* 拘 ご 県 生 り 賠 で 中 江 束 る 
る る っ P2695 帳 箇 上 
や 了 叫 り せ 「4W ト SS ト 」 の ろう で 
@? り @lMD 潤 り せ 装 言 遇 臣 
3 掘 上 選 の 龍 守 つ 統 表 の 入れ で 
っ iQ? 円 無 県 や ye 了 畑 き 衣 
前 りさ Q*nQ 和貴 祥 う 9 過 舞 上 
G 証 直せ 「 旨 証 寺 」P4SG の う 
AO 人 補 三 尺 天 っ 9 つ 人 AS る 刻 斉 


守 想 つ * 剛 析 G お る 、 ) 剛 半 衝 団 


本 舞 度 井 せ 円 舞 選 時 班 称 衣 
IS 妨 め り 忘 め 二 生 5@S 本 お 
マリ で で り 束 里 所 喜 円 無根 旨 
S 環 4@ TPD^ り @ 舞 w 穫 刀 う 
雷 昧 @ 層 弓 う 記 臣 JG 1 癌 : 
りり 不 ゴ Sn@Q Qt" 


⑨ は 持 備 党 ( 正 倉 院 ( 一 ) 
8 頁 参照 ) で の , 避 語 

の 和 経 乱 の 白 点 調査 . 経 巻 
な ど 漢 文 で 書か れ た も の 
を 読み くだ す た め に , ヲ 
コト 点 (テニ ヲ ハ を 表す 
符号 ) を 白 墨 で つけ た や も 
の が 聖 語 蔵 に 多い . 点 の 
調査 は , 学 國 女 学 に 
お ける 基礎 的 研究 で ある . 
③ は 聖 語 蔵 . ① は その 内 
部 . この 蔵 や 宝庫 の 開封 
の 時 に 開か れる だ け で て あ 


密 陀 絵 と は 何 か , 古 美術 
界 の 緑 問 の 存在 で ある . 
容 陀 人 (酸化 鉛 ) を 給 具 に 
混ぜ て 描い た か , 絵 の 上 
に 油 に 混 じ て か けた か , 
な どの 問題 を と く の が 調 
査 の 目的 で ある . ⑤ は 一 
方 法 と し て , 楽 外線 を 照 
射す る . 漆 は 無 友 鷹 だ が 


油 は 構 色 の 凡 光 を 発する ・ 


N 


鍛 


① は 開封 中 の 宝庫 . は 
北 倉 楼 橋 の 一 部 . 墓 を は 
っ た 中 て 調査 が 行 放 れる 
⑧ は 哨 舎 に と りつ けた 電 
気 ス イッ チ . 調査 や 掃除 
の た め に , 電気 器具 を 庫 
の 肉 外 に 持ち こむ の で , 

機 橋 の 下 ま て 電線 が ひい 
て ある . これ は 親 ス イッ 
チ . この 他 に 二 重 三 重 に 
スイ ッ チ が つけ られ て い 
る . ④ 閉 封 ( 勅 封 を つけ 
る こと ) や 間近 に な っ て 
扇 の 鍵 の 廊 弓 を と りか え 
鍵 の 舌 に 油 を ひく 所 . ⑤ 
閉 封 $ 近 い 好 天 気 を 選ん 
で , 庫 内 の 隅 々 まで 電気 
掃除 器 で ほこ り を 吸い と 
り , 陳列 杖 の ガラ ス ゃ 拭 
いて , 閉 封 の 準備 を する 
(⑥) こち ら で は 新しい 本 
を 裁 っ た り , 端 を くけ た 
り , むこ う で は 錠前 の 手 
入れ で ある . 閉 封 前 の 何 
と な く あ 少 た だ し い 風 景 . 


⑧⑤ て ⑩ 元 不 六 年 御 開封 
行列 絵 移 . 行列 は も ゃ の や 
の し く , ます 検 使 役 の 奈 
長 奉 行 ⑮ が 供 揃え し て 進 
む ⑥. 次 に 東大 寺 の 人 々 
が 数 十 人 つづ いた 後 , 勅 
使 が 進む ⑦. 次 に 鍵 親 を 
持つ 人 a 信 を 先 に し て 東大 
寺 長 東 代理 ⑤. 行列 中 に 
は 番匠 (大 工 )⑨ や , 鍛冶 
⑩⑪ ゃ 加わ る . ① て ④ 天 
保 四 年 正 倉 院 御 開封 記 

① の 左 か ら 和 勅使, 東大寺 
長 更 代 理 , 三 綱 , 奉行 の 
座 . その 席 は , 宝庫 の 前 
に 建て られ た 仮屋 に 設け 
られ る . ⑨⑰ は 権 護 の 座 で 
右 方 に 奥 力 同心 , 左 方 に 
槍 な ど を 擁 し て 組 の 配下 . 
用 水 桶 や 備え て ある . 宝 
物 の し ら べ ③ は , 四聖 坊 
( 正 倉 院 (一 ) 8 頁 参 照 ) 
で 行わ れ た . ⑬ は 中 倉 前 
に 座 を 占め る 細 主 た ち . 

扉 を 開く 前 に お 砂 を する . 


北 倉 が 閉 封 され る ①. 庫 
すめ ば , 

鍵 に 編 を か け ③), 御 署 名 
の ある 封 を に 受け , 

廊 福 に む ④. 勅 封 を 竹 
皮 で 護り 佑 従 封 を つけ る 
⑤. そし て 中 倉 の 閉 封 ⑦ 
閉 封 が 消 な く 済 め ば , 鎌 
守 の 杉本 年 に 語 で ⑧, 到 
武 天皇 , 光明 皇后 陵 に 参 
寿 @⑤ 明 涼 の 無事 終了 と 次 
の 1 年 間 の 安全 を 生 願 す 
る . こう し て 年 に 一 度 の 
大 行事 を 終え た 正 倉 院 は , 
また 秋 が くる まで て 冬眠 す 
る と や 見 えよ う . し か し 
今 か ら 「 日 々 発見 ' が 始 
まる . 未 整 理 品 の 整理 と 
修理 , 宝物 の 学術 的 調査 
な ど , も っ と 切 い で よく 
また 一 般 の 人 々 の 宝物 寿 
観 を た や すく し て よい だ 
ろう . 修理 , 研究 室 , 展 
警 場 設備 の 先駆 と し て 不 
燃焼 の 倉 が 建ち つつ ある . 


1* 木 絢 68 東京 案 内 124 水害 と 日 本 人 181 仏陀 の 生 涯 234 岡 山 県 
2 比 虫 69 平 朱 125 日 本 の や きも の 182 香 川 県 235 ね ずみ の 生活 
3* 南 水 洋 の 捕鯨 70 手 術 126* 貝 の 生 趣 183 日 木 236 札 幌 
4* 魚 の 市 場 71 宮 科 127 イス ラ ェ エル -1955 年 10 月 8 日 - 237 日 本 
5 アメ リカ 人 22 広 和合 128 伴 大 納 言 絵詞 184 練習 船 日 本 丸 -1957 年 4 月 7 日 = 
6 プア メ リカ 23 佐 渡 129 瀬戸 内 海 185 悲惨 な 歴史 238 広 島 県 
7 雪 の 結 唱 74 比 谷山 130 飛 馬 ー ド ィ イッ ー 239 北 革 中 
8 写 真 75 阿 角 131 型 母 マ リア 186 ポッ ティ チェ リ 240 食 

9 レ ン ズ 76 信貴 山 縁起 絵巻 _132* 日 本 の 映画 187 東海 道 五 十 三次 241 ギリ ン ア の 神々 
10* 紙 77 針 葉 樹 133 能 登 188 離さ れ た 園 242 長 崎 県 
且 。 皇 條 の 一生 78 近 代 義 術 194 山形 県 189 松 委 。 243 水 衝 一 清 一 
y 12 鎌 含 79 日 本 の 民家 135 福沢 論 吉 190 家庭 の 電気 244 福井 県 
波 13 心 と 顔 8O 季 節 の 急 136* 利 根 川 191 アメ リカ の 245 秋 吉 人 台 
ケラ 14 動物 園 の け も の 81 シャ ボテ ン 137 鹿児島 県 地方 都市 24。 に 2 供 の 絵 
写 - 5 富士 山 sz 新 央 188 伊豆 半島 192 五島 列島 247 律 島 県 
16 積 党 83 郵便 切手 139 日 本 の 赤 林 198 者 の 話 28 十 磨 平野 
真 7 いか る が の 時 sg4 か いこ と の 材 140 高 知 県 199 ぺ リ の 素 誠 200 目 ル 人 
和 18 鉄 85 伊豆 の 漁村 141 チェ ー ホ フ 195 横 浜 250 青 奈 県 
BC 19* 川 一 隅田 川 一 86 奈良 一 東部 一 142 仏 教 美術 196 日 系 アメ リカ 人 3 
20 雲 87 奈良 一 西部 一 143 一 年 生 197 イ ン ヵ 251 中 国 の 彫刻 
21 汽 車 88 と マ ラ ヤ 144 長 野 県 198 奈良 を めぐ る 252 熊 本 県 
庫 22* 動 物 園 の 鳥 89 上 高 地 145 塩 原 一 空 か ら 一 253 秋 田 県 
23 様式 の 歴史 90* 電 カカ 146 日 本 の 庭園 199 子供 は 見 る 254 苫小牧 
目 史 魚 山 91 松 江 147 木 ・ 曽 200 雪 艇 255 山 梨 県 
25 ス イ ス 92 動物 の 表情 148 忘れ られ た 島 201 東 京都 256 新 更 県 
録 % え キ - 3 金 沢 149 東 の 族 202 アフ ガニ 257 村 と 礎 林 
27 京都 一 歴史 的 に 94* 自 動車 の 話 150 歌 山 県 スタ ン の 族 258 茨城 県 
みた 一 95 薬師 寺 ・ 151 館 203 渡 り 念 259 福 島 県 
28 力 と 運動 唐 招提 寺 152 204 群 馬 県 260 旭川 ・ 大 雪山 
29 アメ リカ の 農業 96 日 本 の 人 形 : 153 分 県 205 プラ ジル 261 大 阪 府 
80 ア ル プ ス 97* シ ステ ィ ナ 154 ボ ポン ベイ 206 ルー ヴ ル ん 美術館 262 奈 良 県 

31 山 の 9 礼拝 堂 155 を めぐ る 207 北海 道 (南部 ) 263 北ア ルプ ス 


ヾ 郊 潤 甚 麗 還 汁 回 國 翌 祭 
+ 開 
キ 


ー 空 か ら 一 208 小豆 島 の 山々 
33 尾 瀬 99 日 本 の 貝殻 156 奈 川 県 209 日 本 264 地 形 の 語 
34 電 話 100 本 の 話 157 首 -1956 年 8 月 15 日 - 265 静岡 県 
35 野球 の 科学 101 戦争 と 日 本 人 158 争 と 平和 210 富 山県 266 軽 井 注 
36 星 と 宇宙 102 佐 世 保 159 ツ 連 ・ 中 国 の 旅 211 毛 織物 の 話 267 佐 賀 県 
37 由 の 観 察 103 ミケ ラン ジェ ロ 一 双 原 武夫 一 212 北 海道 268 日 本 の 社寺 建築 
38 長 崎 104 空 か ら み た 大 阪 160 伊豆 の 大 島 ( 東 ・ 北 部 ) 269 宮 崎 県 
39 高 野 山 105* 宗 達 161 ジョ ッ ト 一 213 自然 と 心 270 十 和 田 潮 
40 正 食 院 (ー) 106 飛 証 ・ 高 山 162 人 態 野路 214 空 か ら み た 京都 271 福岡 県 
41 彫 刻 107 ゴ ーッ ホ 163 伺 獣 戯画 2T5 世界 の 人 形 272 日 本 
42 仏 像 108 京都 案 内 164 愛媛 県 216 愛 知 県 ー1958 年 正月 一 
43* 化 学 繊 維 一 洛中 一 165 や きも の の 町 217 諏 訪 湖 223 宮 城 県 
44 明 東 109 京都 案 内 166 冬 の 登山 218 鉄 と 生活 224 島 取 県 
45 野 の 花 一 春 一 一 洛外 一 167 埼 玉 県 219 山 ロ 県 275 了 の イィ 
46 金 印 の 出 た 土地 110 写 楽 168 男鹿 半島 220 雲 積 山 学術 調査 の 旅 - 
47* 東 京 一 大 都会 111 態 169 フラ ンス 221 北 京 276 イン ド シ ナ の 旅 
の 上 顔 一 112* 東 京 浴 古寺 巡礼 222 江 南 2577 栃 木 県 
48* 岳 113 汽車 の 窓 か ら 170 滋賀 県 223 四 川 578 島 久 鳥 ・ 種 子 島 
49 石 炭 一 東海 道 一 171 白 浜 224 広 州 一 大 同 279 岩 手 県 
50 桂 離 宮 と 修学 院 114 地図 の 知識 172 東京 国立 博物 館 225 室 隊 280 地中海 の 史 席 W 
51 日 光 115 姫 路 173 千 茎 県 226 山 水 画 めぐ り 
上 ンー 
228 白 スペ 
229 鵜 飼 の 話 282 キ リス ト 

230 島根 県 

231 小さ い 新 聞 社 

232 北 海 | 


233 近 


100 


